
本
文
中
に

で
表
記
し
た
用
語
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
末
に
本
市
の
基
本
計
画
が
策

定
後
５
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
や
、

市
が
掲
げ
た
５
年
間
の
震
災
復
興
計
画

期
間
が
終
了
す
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

今
後
５
年
間
の
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
政
策
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

　

政
令
指
定
都
市
の
行
政
区
を
格
上
げ

し
て
権
限
を
強
化
さ
せ
た
区
の
こ
と
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
設
置
が
可
能
に
な

る
。
区
長
権
限
の
拡
大
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
と
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
に
対
し
、
日
常
圏
域
の
中
で

住
ま
い
や
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
等

を
関
係
者
が
連
携
し
な
が
ら
一
体
的
に

提
供
す
る
体
制
の
こ
と
。
重
度
の
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

邦
訳
は
業
務
継
続
計
画
。
災
害
等
に

よ
り
業
務
遂
行
能
力
が
低
下
し
た
状
況

下
で
も
適
切
に
業
務
を
執
行
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
計
画
。
非
常
時
に
優
先

的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
業
務
を
特

定
し
、
人
員
や
資
機
材
等
資
源
の
配
分
、

指
揮
命
令
系
統
な
ど
を
定
め
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
処
理
速
度
の
向
上
等
に
よ
り

生
成
・
蓄
積
さ
れ
る
大
量
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
こ
と
。
活
用
す
る
こ
と
で
利

用
者
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
新
産
業
の
創
出
等
が
可
能

に
な
る
。

　

文
部
科
学
省
の
後
援
を
受
け
た
一
般

社
団
法
人
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
一

部
の
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
、
動
物

と
触
れ
合
う
活
動
を
通
し
て
命
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

「
災
害
に
備
え
る
た
め
に
自
分
や
地

域
に
何
が
必
要
か
、
何
が
で
き
る
か
」

を
考
え
な
が
ら
実
践
的
に
学
べ
る
参
加

型
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。
防
災
減
災
の
学
習

手
段
と
し
て
、
市
民
協
働
事
業
提
案
制

度
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
。

　

付
託
さ
れ
た
２
議
案
の
う
ち
、
第
１

６
２
号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
第
１
８

３
号
議
案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と

お
り
本
会
議
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

○
馬
橋
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

○
宝
く
じ
の
販
売
促
進
の
取
り
組
み
と

　

収
益
金
の
配
分
に
つ
い
て　

　

付
託
さ
れ
た
５
議
案
の
う
ち
、
第
１

８
２
号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

４
議
案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お

り
本
会
議
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

○
西
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の

　

設
置
場
所
の
選
定
経
緯
に
つ
い
て

○
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
導
入
の
評
価

　

付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
、
全
て
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

農
業
者
の
意
欲
が
薄
れ
ぬ
よ
う
、

豪
雨
に
よ
る
被
災
が
後
か
ら
判
明
し
た
農

地
や
農
業
施
設
も
早
期
の
復
旧
に
努
め
よ
。

　
　
　
人
員
や
予
算
の
確
保
、
効
率
的
手

法
を
検
討
し
来
年
の
営
農
に
つ
な
げ
た
い
。

　

付
託
さ
れ
た
５
議
案
の
う
ち
、
第
１

６
５
号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

４
議
案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お

り
本
会
議
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。
発
議
さ
れ
た
意
見
書
案
は

全
会
一
致
で
議
長
に
提
出
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

○
生
活
保
護
事
務
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

付
託
さ
れ
た
11
議
案
の
う
ち
、
第
１

６
２
号
議
案
お
よ
び
第
１
８
０
号
議
案

は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
９
議
案
は
全

会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
馬
橋
の
災
害
復
旧
に
係
る
地
域
説
明

　

の
経
過
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

○
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
業
務
の
考
え
方

　会議の生中継、録画中継の他、
会議日程、会議結果、会議録等
を掲載しています。

仙台市議会 検索

　町内会の掲示板の他、市営地
下鉄、市営バス等に掲出し、定
例会の日程等をお知らせしてい
ます。

定例会の開会日に定例会の日
程等を地元紙に掲載し、お知ら
せしています。

仙台市議会では、「市議会だより」をはじめ、さまざまな媒体で市民
の皆さまに市議会の情報をお知らせしています。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
地
域
間
格
差

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
制
度
設
計
を
行

う
よ
う
県
が
国
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
国
に
よ
る
制
度
化
実
現
ま
で
の
間
、

県
の
補
助
内
容
の
拡
充
等
を
求
め
る
も
の

　

法
的
需
要
に
見
合
っ
た
司
法
試
験
合

格
者
数
と
す
る
と
と
も
に
、
司
法
基
盤

の
整
備
の
観
点
か
ら
裁
判
官
お
よ
び
検

察
官
の
適
切
な
配
置
を
求
め
る
も
の

　

利
用
者
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
事
業
者
の

経
営
が
安
定
し
、
介
護
従
事
者
の
雇
用

環
境
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の

　

endai city assemblyendai city assemblyendai city assemblyendai city assembly

い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
」
に
お

い
て
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
と
連

携
し
、
語
り
部
の
育
成
や
組
織
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。　

　
　
　
　
　

○
職
員
の
命
を
守
る
災
害
訓
練
の
重
要
性

○
東
西
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
と
利
用

　

者
数
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み　
　

○
復
興
公
営
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

　
支
援
と
み
な
し
仮
設
入
居
者
へ
の
対
応

○
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
者
の
選
定
理
由

　
　
　

　
　
　

　
　
　

２
０
０
９
年
以
降
、
市
民
意
識

調
査
に
お
け
る
「
今
後
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
む
べ
き
も
の
」
の
上
位
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
安
心
の
医
療
体

制
、
介
護
な
ど
の
高
齢
者
支
援
、
公
共

交
通
の
充
実
等
と
な
っ
て
い
る
。
自
治

体
の
本
分
で
あ
る
福
祉
や
く
ら
し
を
支

え
る
こ
と
を
「
政注
１

策
重
点
化
方
針
２
０

２
０
」
に
明
記
し
、
何
よ
り
も
重
点
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　

市
民
の
福
祉
や
く
ら
し
の
向
上

と
都
市
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
の
い

ず
れ
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
政注

１

策

重
点
化
方
針
は
都
市
戦
略
上
必
要
な
方

向
性
に
特
化
し
て
お
り
、
福
祉
や
く
ら

し
の
向
上
は
新
実
施
計
画
に
し
っ
か
り

位
置
付
け
、
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
Ｉ
Ｔ

業
界
が
自
治
体
や
事
業
者
か
ら
未
来
永

劫
収
奪
で
き
る
打
ち
出
の
小
づ
ち
で
あ

る
。
制
度
導
入
に
向
け
た
本
市
の
負
担

も
既
に
16
億
円
を
超
え
て
い
る
。
国
民

監
視
を
強
め
、
個
人
情
報
を
危
険
に
さ

ら
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
す
る

よ
う
に
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
。

　
　
　

社
会
保
障
や
税
制
度
の
透
明
性

を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高

い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
推
進
す
べ
き

制
度
と
認
識
し
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
へ
の
配
慮
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
必
要
な
財

源
措
置
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
本

市
と
し
て
も
責
任
を
果
た
し
て
安
全
で

円
滑
な
運
用
に
全
力
を
尽
く
す
。

◯
市
民
利
用
施
設
使
用
料
値
上
げ
の
中
止

◯
地
下
鉄
東
西
線
開
業
に
併
せ
て
廃
止

　

縮
小
さ
れ
た
バ
ス
路
線
の
復
活
を　

　
　

　
　
　

　
　
　

太
白
区
羽
黒
台
の
法の
り
め
ん面
崩
落
の

宅
地
災
害
に
は
、
宅
地
災
害
復
旧
工
事

の
補
助
制
度
を
準
用
し
、
本
市
が
２
千

万
円
を
負
担
す
る
。
一
方
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
宅
地
等
の
復
旧
工
事
の
助

成
限
度
額
は
１
千
万
円
で
あ
る
。
宅
地

被
害
の
支
援
制
度
の
違
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
宅
地
等

復
旧
工
事
の
助
成
制
度
は
、
既
存
制
度

で
は
支
援
で
き
な
い
被
害
が
多
数
発
生

し
、
市
が
特
例
的
に
設
け
た
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
羽
黒
台
の
宅
地
災
害
に
は
、

従
来
の
制
度
に
準
じ
て
本
市
も
一
定
の

負
担
を
行
い
、
工
事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

Ｇ
７
仙
台
財
務
大
臣
・
中
央
銀

行
総
裁
会
議
に
際
し
、
国
連
防
災
世
界

会
議
で
の
成
果
や
課
題
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
地
元
組
織
と
の
連
携
な
ど
市

民
協
働
の
取
り
組
み
を
活
か
す
べ
き
。

　
　
　

地
元
関
係
者
や
市
民
の
協
力
に

よ
る
歓
迎
気
運
の
醸
成
は
不
可
欠
で
あ

り
、
官
民
を
挙
げ
た
開
催
支
援
や
気
運

醸
成
の
た
め
の
事
業
を
推
進
す
る
。
国

連
防
災
世
界
会
議
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

語
学
対
応
等
の
諸
課
題
に
対
し
て
は
、
語

学
研
修
の
充
実
な
ど
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

○
災
害
救
助
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

○
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
の
運
営
管
理

○
災
害
時
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性

○
現
行
基
準
制
定
前
に
造
ら
れ
た
馬
橋

　

は
現
行
基
準
に
よ
る
架
け
替
え
を

○
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
今
後

　
の
見
通
し
と
検
査
体
制
・
技
術
の
強
化

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
民
間
利
用
に
つ
い

　

て
国
に
情
報
提
供
を
求
め
る
べ
き

○
指
定
管
理
者
選
定
に
お
け
る
評
価
基

　

準
と
図
書
館
運
営
の
在
り
方

　
　
　

東
西
線
開
業
は
、
利
便
性
の
向

上
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
交
流
や
ビ
ジ

ネ
ス
機
会
を
生
み
出
す
等
、
そ
の
効
果
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
東
西
線
等
の
軌

道
系
交
通
機
関
を
軸
に
し
た
、
今
後
の

都
市
づ
く
り
の
中
長
期
的
な
戦
略
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
機
能
集
約
型
の
市
街

地
形
成
を
進
め
て
お
り
、
東
西
線
沿
線

で
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る
独
自
の
提
案

制
度
の
創
設
等
、
民
間
開
発
を
誘
導
し
て

き
た
。
今
後
も
、
市
民
や
本
市
を
訪
れ
る

方
に
魅
力
的
な
都
市
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
　

　
　
　
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を
図
る
に

は
、
市
民
利
用
施
設
使
用
料
の
利
用
者
負

担
を
引
き
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
施
設

運
営
経
費
の
縮
減
等
も
必
要
だ
が
伺
う
。

　
　
　

　
　
　
省
エ
ネ
・
高
効
率
機
器
等
の
導
入
、

指
定
管
理
者
の
公
募
拡
大
、
大
規
模
改

修
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
活
用
の
検
討
等
、
経

費
縮
減
の
取
り
組
み
の
推
進
に
努
め
た
い
。

○
ま
ち
づ
く
り
政
策
局
の
在
り
方
と
展
望

○
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
の
集
約
と
支
援

○
復
興
事
業
局
廃
止
後
の
復
興
に
関
す

　

る
施
策
と
事
業
の
推
進
体
制

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
市
民
周
知
と

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
課
題
認
識

○
市
民
会
館
の
今
後
の
在
り
方

○
蒲
生
地
区
の
野
球
場
の
拡
張
整
備
を

○
９
月
の
豪
雨
被
害
に
お
け
る
農
地
お

　

よ
び
農
業
施
設
の
早
期
復
旧
と
支
援

○
政注
１
策
重
点
化
方
針
２
０
２
０
の
考
え
方

○
災
害
時
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用
策

○
Ｇ
７
仙
台
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁

　

会
議
へ
の
市
民
参
加
の
機
会
の
検
討

○
国
家
戦
略
特
区
の
医
療
分
野
へ
の
活
用

○
「
総注

２

合
区
」
導
入
に
つ
い
て
の
検
討

　

状
況
と
青
葉
区
の
人
口
増
へ
の
対
応

　　

　
　
　

本
市
の
教
育
現
場
で
は
、
い
じ

め
問
題
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

課
題
解
決
に
向
け
、
関
係
す
る
全
て
の

局
を
巻
き
込
み
、
オ
ー
ル
仙
台
で
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

　
　
　

教
育
行
政
の
課
題
解
決
は
市
長

部
局
と
教
育
委
員
会
が
一
丸
と
な
り
当

た
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
今
後
は
、
総

合
教
育
会
議
に
必
要
に
応
じ
関
係
局
長

を
同
席
さ
せ
る
な
ど
全
庁
が
課
題
認
識

を
共
有
し
、
教
育
大
綱
に
沿
っ
た
施
策

を
本
市
の
総
力
を
挙
げ
て
推
進
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　

　
　
　

地
下
鉄
旭
ヶ
丘
駅
の
隣
接
地
に

計
画
さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）
青
葉
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
発
達
障
害
に
も

対
応
で
き
る
施
設
と
し
、
早
期
開
設
を

望
む
が
、
今
後
の
見
通
し
は
い
か
が
か
。

　
　
　

障
害
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
し
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
機
能
の
検
討
に

加
え
、
複
合
施
設
の
在
り
方
や
周
辺
の

交
通
処
理
等
の
課
題
に
つ
い
て
関
係
局

区
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
早
期
整
備

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

○
高
齢
者
や
子
ど
も
等
が
一
つ
の
施
設

　

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
共
生
型

　

福
祉
施
設
の
導
入
を

○
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
弱
に
差
が
あ

　

る
現
状
を
改
善
し
、
地注
３

域
包
括
ケ
ア

　

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
方
向
性

○
農
と
食
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
検
証
と

　

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
開
業
時
期

○
高
齢
化
が
進
む
市
営
住
宅
の
指
定
管
理

　
者
は
公
募
と
し
福
祉
的
対
応
の
強
化
を

○
市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
建
て
替
え
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

浸
水
履
歴
の
公
表
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
た
緊
急
的

な
対
応
と
し
て
、
土
の
う
配
布
場
所
の

拡
充
と
止
水
板
の
設
置
補
助
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

浸
水
履
歴
は
、
窓
口
で
閲
覧
に

供
し
て
い
る
が
、
広
く
公
開
し
た
場
合

の
影
響
等
も
勘
案
し
な
が
ら
情
報
提
供

の
手
法
を
検
討
す
る
。
内
水
に
よ
る
浸

水
想
定
区
域
図
は
、
荒
井
地
区
等
の
浸

水
対
策
事
業
完
了
後
に
改
訂
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
本
市
の
雨
水
緊
急
対
策
部

会
に
お
い
て
土
の
う
配
布
場
所
の
拡
充

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
止
水

板
設
置
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
他
都

市
の
事
例
を
参
考
に
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

　
　
　

集
団
移
転
跡
地
の
利
活
用
に
当

た
っ
て
は
、
旧
荒
浜
住
民
と
幅
広
く
意

見
交
換
し
進
め
る
べ
き
。
ま
た
、
東
部

沿
岸
地
域
を
案
内
す
る
「
語
り
部
」
の
育

成
に
地
元
と
一
緒
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

荒
浜
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
の
方
等
の
多
種
多

様
な
意
見
を
募
り
、
公
園
や
農
地
だ
け

で
は
な
い
、
仙
台
に
ふ
さ
わ
し
い
跡
地

利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
深
め

て
い
く
。
ま
た
、
荒
井
駅
の
「
せ
ん
だ

      

   

市民参加で盛り上げた防災世界会議の経験
を活かすべき（同会議の歓迎事業の様子）

   

      

   
   

   
   

豪雨により法
のりめん

面の崩落があった太白区
羽黒台（平成 27 年 12 月撮影）

地元の方が作成した震災前後の様子を
写した展示パネル（荒浜地区）

（仮称）青葉障害者福祉センター等が
建設される予定の旭ヶ丘駅前の用地

地下鉄東西線の開業等に伴い撤去され
た多くのバス停


